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海外誌掲載論文の和文概要とそれに対するコ メ ン ト

胎児 echogenic 　intracardiac　fociの 母体人種別検出頻度

The　Frequency　of 　the　De 布ection 　of　Fe副 Echogenic　Intracardiac　Foci

　　　　　　　　　 with 　Respect　to　Matemal 　Race

Shipp　TD ，　Bromley 　B，　Lieberman　E，　Benacerraf　BR．

Ultrasound　Obstet　Gynecol　15 ：460− 462，2000

　目的 ：echogenic 　i皿tracardiac ・foci（EIF）の 検出頻度 に人種による違 い があるか どうか を検討 した．

　対象お よび方法 ：妊娠 15〜20週 で 受診 した 489例すべ て の 胎児 につ い て EIFの 有無を検索 し，
　 EIF を認

め た胎児の 周産期予後 を Asian，　 b置ack ，
　 white ，

　 unknown に分類 し，
　 prospectiveに検討 した。

　結果 ：EIFの頻度は Asian　30．4％ （14／46），
　 black　5．9％ （2／34），

　 white 　10．5％ （42／400），
　 unkown 　11．1％ （1

／9）で あ っ た．ASian の white に対す る odds 　ratio は3．8で あ っ た．　 EIFの 認 め られ た胎 児で 染色体 異常の

あ っ た の は white の Tumer 　mosaic 　l 例の みで ，
　 Asianはすべ て 正常で あっ た．形態異常は ，

　 ASian の 2 例

（toxoplasmosb ，　non −immune 　hydrops）と white の 3例 （achondroplasia ，  encep 幡 ，　unilateral 　renal 　age −

nesis ）で あっ た．

　結論 ：Asianで は EIF が他 の 人種 より高率に認め られ る，　 Asianに は正常所見 として EIF が 高頻度でみ

られるため ， その カウ ン セ リ ン グ には慎重 な態度が 必要で ある．

◇

コ メ ン ト ：本誌は the　lnternational　Society　of 　Ultrasound　in　Obstetrics　and 　Gynecology の Official　Joumal
であ る．日常 の 産婦人科領域超音波検査に 関する論文が多 く掲 載されてお り， 我々 臨床医 には身近で役立

つ 雑誌 で ある の で 紹介させ て 頂 い た．

　EIFに 限 らず，　choroid 　plexus　cysts ，　renal 　pelVic　dilatation，　echogenic 　bowe1 ，　mild 　cerebral 　ventriculo −

megaly ，　nuchal ・tra皿slucency は 高頻度に検出され ， その 後の 対応に苦慮す る こ とが多 くな っ た．そ の 理 由

は ，
これ らの marker が genetic　sonogram として second 　trimesterの超音波検査 で注 目され る よ うにな っ

たこ と， そ して超音波断層装置の解像度その もの が 向上 し検出 され やす くな っ た こ とな どに ある と思 われ

る．こ れ らの 超音波所 見は染色体異常の リス クが高 い とされて い るため ， 必要以上 に severe な説明に よ り

妊婦 に不必要 な混乱 と不安を与 えて しまうこ とがある．しか し， 日本人に も高率に検出され ， 多くの nor −

ma 亅variant が含 まれて い る可能性がある こ とを認識 し， これ を妊婦に説明した うえで 慎重に 羊水染色体検

査な どの精査 をするか 否か を決定する必要が ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治医科大 学　泉　章夫
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